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3回がん検診事業の平価l打 委目会  

平成2 年 月4日  料4  

資料4：宮城県のがん検診精度管理（宮城県提出資料）   



吉城県のがん検診精度管理  

吉城県保健福祉部健康推進課  

宮城県内のがん羅患  

■1 宮城県のがん登録開始1951年   

DCO（死⊂診断書の情報のみによるもの）9．6％（H15年）★1  

けM比（羅患数と死亡数の比） 2．25  

2 年間約12，000人が、新たにがんに羅患している  

3 男性の羅患率は増加、死亡率は横ばい  

4 女性の羅患率は若干上昇傾向、死亡率は減少傾向  

」5 検診によって発見されるがんは、   

全体の16～39％であった  

資料「宮城県のがん1998一之OOZ」平成10～14年の冠患数  
＊1：平成19年度 生活習慣病登録・評価部会賃料   
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②H19年1三月に、電子データで各市町村   

に調査を依頼した旨通知、   
がん検診のためのチェックリスト（検診実施機関用）を依頼  

①H19年1三月 調査依頼  

1がん検診精度管理調査  

⑦H20年之月   各専門部会開  

●各指摘の検証  
●各市町村の評価  
●各検診実施機関の評価  

研究班システム  

2 老人保健事業報告  
チェックリスト記入・  
精密検査結果の最終確認  

「がん検言多精度管理調査」と「がん検診結果別人員の追跡調査」  
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肺がん検診精度管理調圭  

肺 が ん 検 診 精 度 管 理 隅 壬   
以下の中萱は，厚生誓わ研究班で統○（厳がん愉鯵）其i体刑を点繍・押優すろたわlこ  

た4ナべきときれたもの【8照・lオlん横手の精度F優に関ナら手引きJ及び「靡がん検  
診マニュアル」）に℡じてい土ナ．●中側l＝騨して．平成】且年8月31  
8王でにお答え下さい．  

以下のカブコ内に致すを取入して下さい．受■・診断状況のた【集出鼻ユ及び暮計敦2）  
を痙付しましたので．正人して下さい．♯鬱買主牡礪が犠■ある増引こ吼 裏畔責1・1 計轟2について 

．各♯鬱蒼施線劇分を各市町＃で集什し．以ての柑標と戸出してください．  
不明の鳥ヒ拐き檎朋にお粥い合わせ下さい．   

裏打にたし．t子チーク（エクセルファ1■ル）t♯暮供いたしtすので．必葬な牧舎は  

御連絡下さい．  酬t年度）：16年慮  評価 A：40項目 全項目満たす  
宴ヒ8書のれ度管理  
川 受診薯の性・年齢別構成モp】♯仕EllIヒl－1！＝こ記入して下さい．  

出会受8肴中の劇作度も受欝した著の比率（8年受p申） 

り）下犠社中■  

川 X且に上る羊≠壌申・  

（5）ヰ♯に上ろ事精根事一  

指）挿絵ま世事・  

（7）X線に上も樗坂受診中：  

【り ヰ真にようけ撫受診中   
Ilがん先見例の精度t鶴  

川発見應がん例の便・年齢9j瞬慮を別療丑だlけFlとl！）に記入して下さ  

B：1′〉4項目未達成  

C：5′）8項目未達成  

D：9項目以上未達成  

E：無回答  
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受診脊】0万人坤（  

受診者】8万人対（  

受○看1一万人対（  

（  

受診書lO万人淘（  

交響著tO万人対（  

受き曹柑万人対【  
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（コ1粁がん発見■（赴受診者故に対十る発見耶がんヱU  

（日経年受鯵讐の鰯がん発見中  

日）井正字受診事の曲がん先見■ 
15）Ⅷ■化乗1比 

（り X良に上ろゎぁ；ん異見■ 

（1）経年安静著のX鼻に上る靡がん発見事 

（】．）井経年受診者のⅩ故に上る椚がん鳥貝岬  

対丁ら禦リい膵ザん■）  

琵瞥書lO万人対  

受き廿1D万人対  

（  

（り ヰ粛に上う∬がん発見中（喀鱗各線蓼出曹散   

いD）喀爽のみに上る（X牡で禾廉書）病がん発見率  

l】）臨床ホ期】舞肺がん比●  

lZ）特憺反応1？慮1M織皇象董におけろ兼兄姉がんの割引   （  

！：‡諾‡≡f諸芸諾苦言屋．＝ヽbr櫓秩ず当．jに尊王 ‡  

蛋  

篭   ●要精検率  ●精検受診率   

肺がん発見例   ●発見例の性年齢別構成   

の精度管理   ●肺がん発見率  

●標準化発見比  

●臨床病期一期肺がん比率  

●陽性反応的中度   

診断技術の精   ●撮影機器の仕様 ●放射線技師の数や研修  度管理   ●二重読影の実施状況    ●読影委員会の設置    ●細胞診指導医師の数や研修機会    ●細胞検査士の数や研修機会   

注）上記はH18年度までの項目   
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肺がん検診精度管理調査の  

成績経過表  

全市町村数  36   69 71   71 ナ1 71   

肺がん検診実  36   69   70   70   70  70   
施市町村数  

A  34   6 6白   65   60  5白  

B  2   3   2   5   7  3  
評価別 

d  
市町村数  

2 6  

D  3  

＝  ■■■  

基準を満たし  6   6   4   8   31  87  
ていない項目  

ノ1   



平成18年度がん検診精度管理調査の結果  

市町H名   00市  

ヰ雀t王捗平の『上に努めること．  

雪瞼もt鯵モの向上に努めること．  

ヰ改も責♭幕の内上に舅巾ること．  

十改も千幹事の内上に努めること．  

・がん■鯵の■巳ttのl攣囁■撫は鋼廠  
●千冨かん牒杜、Mtん檎鯵は平成I■事昆から．Rヰ疇雇  
・量β乎＝（■駄難空費8t■＋n年巳集鯵看t）－が【連綿して豊臣Lたtの■／生抜書反対t■bJl叩  

．8  
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精度管理調査の実施による変化  

・X線装置の買い換え（公立病院）  

・医療機関、医師会からの照会 ← 関心  

・市町村と医師会、市町村と検診団体との   
話し合いの促進  

・市町村検診担当者の意識の向上   

（検診団体の選定方法、仕様書の変化、   
未把握数の減少）  
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